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１．スマイル・トークリレー「FLAT」とは 

山本市長が公約として掲げる、「対話の文化で描くまちづくり」実現のための事業であり、市長と市民

の皆様が「FLAT(目線を同じく・対等な立場)」に対話を重ねる事業。 

令和５年４月に市長就任後すぐに事業開始。５月の町内会との実施を皮切りに、対象は市内に在住、ま

たは通勤・通学する方、活動・事業を営まれる方など、概ね１０人以上で構成させる団体等。 

令和５年１２月現在 ３５団体と実施済み。町内会のほか、様々な団体からお申し込みいただき、継続し

て実施する予定。 

 

２．実施状況（アンケート実施団体のみ集計） 

■ 参加者数等  

   ３５団体 ５６０人（うち、アンケート実施 ３３団体 ５３２人） 

（人） 

 20代未満 20 代 30 代 40 代 ５０代 60 代 70 代 ８０代 90 代 未回答 合計 

男性 ６ ５ ６ ９ ２０ ４７ ７７ ３７ ２ 
１ 

２０８ 

女性 ６ ５ ２ ８ １５ ４４ １１４ ３２ ２ ２２９ 

合計 １２ １０ ８ １７ ３５ ９１ １９１ ６９ ４ １ ４３８ 

 

■ 参加者の感想  

アンケート回答率 ８２％（４３８人／５３２人中） 

※実施団体ごとに設問が異なるため設問ごとに回答率は異なる 

○参加されてどうでしたか？ 

 １．有意義…４０２人  ２．期待外れ…４人  ３．どちらとも言えない…１８人  ４．無回答…１４人 

○次回も参加したいですか？ 

 １．参加希望…３６５人  ２．参加しない…１３人  ３．どちらとも言えない…４７人  ４．無回答…1３人 

 

○「FLAT」を実施しての所感・・・ 

「市民の皆様のやさしさに触れ合う時間になっています。多くの市民の皆様との対話を通じ

て、市民の皆様がむつ市のことを思い、家族のことを思い、町内のことを思い、そして私の身

体のことまで気遣ってくれる市民の方がいることに気づきました。そして、市民の皆様から課

題や現状を伺うだけではなく、むつ市政を直接市民の皆様にお伝えする場にもなっていると

感じでいます。（中略）今後も、市民の皆様との対話を通じて市の課題解決の糸口を探るな

ど、市民協働によるまちづくりに向け、継続して取り組んでまいります。」 

山本市長発言（R5.9月議会） 
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３．実施一覧  

№ 月日 曜日 団体名 参加者数 ページ 

第 1回 5 月 27日 土 大平町内会 28 人 P.６ 

第 2回 5 月 29日 月 城ケ沢町内会 9 人 〃 

第 3回 6 月 22日 木 北関根町内会 25 人 P.７ 

第 4回 6 月 24日 土 緑ヶ丘町内会 30 人 P.８ 

第 5回 6 月 26日 月 田野沢地区会 18 人 P.９ 

第 6回 6 月 26日 月 浜町町内会、瀬野部落会、新井田部落会、 
寄浪部落会、蛸田部落会 10 人 〃 

第 7回 6 月 27日 火 湯野川町内会 16 人 P.１０ 

第 8回 7 月 2 日 日 赤川町内会、木野部町内会 26 人 〃 

第 9回 7 月 7 日 金 大室平町内会 23 人 P.１１ 

第１０回 7 月 8 日 土 大湊浜町町内会 20 人 〃 

第１１回 7 月１9日 水 明の星短期大学むつキャンパス 9 人 P.１２ 

第１２回 7 月 22日 土 南松町内会 17 人 〃 

第１３回 7 月 22日 土 角違町内会 14 人 P.1３ 

第１４回 9 月 15日 金 栗山町内会 １８ 人 P.1４ 

第１５回 9 月 27日 水 栄町町内会、住吉町内会、 
昭和町 A町内会 15 人 P.1５ 

第１６回 １０月１０日 火 しゃべり場 １０ 人 P.16 

第１７回 １０月１６日 月 むつ総合病院看護局 １９ 人 P.17 

第１８回 １０月２２日 日 斗南岡町内会、最花町内会 ２３ 人 〃 

第１９回 １０月２４日 火 本町町内会（大畑町） １０ 人 P.18 

第２０回 １０月２４日 火 孫次郎間町内会 ３２ 人 P.19 

第２１回 １０月２６日 木 中島町内会 １５ 人 P.20 

第２２回 １０月３１日 火 シニアサポートむつ ４８ 人 P.21 

第２３回 １０月３１日 火 川守町町内会 ２４ 人 P.22 

第２４回 １１月８日 水 青森大学むつキャンパス １８ 人 〃 

第２５回 １１月１１日 土 宇田町町内会 ２０ 人 P.23 
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第２６回 １１月１８日 土 町内会長 ５０ 人 P.24 

第２７回 １２月１４日 木 青森県保育連合会むつ支部 １３ 人 P.25 

合  計 ３２団体、２校、１町内会長 ５６０ 人  
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４．対話で描くまちづくり 

スマイル・トークリレー「FLAT」当日の流れ（町内会Ver.） 

■１．参加者は６つの公約のうち最も興味のある公約のテーマのテーブルに着席  

 

 

 

 

 

 

 

 

■２．「公約」をキーワードに、実現のためには何が必要となるかをテーブル内で意見交換  

市民同士をつなぐ「対話」！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長も各テーブルで「対話」！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「悩み事を周りの人と共有し、

共感してもらえて嬉しかった!」 

「普段聞けない町内の人たちの

困っていることを聞くことが出来

て良かったなあ。」 

「町内の人とのコミュニケーション

の場としても、とても有意義な時間

だった。」 

フラットな目線で 

意見をかわします 疑問や興味に

お答えします 
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■３． 各テーブルの発表者がテーブル内の意見を発表  

市長と市民をつなぐ「対話」！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■４． 市の未来に必要なものとは？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ病院の予約がすぐに埋まってしまう。 

オンライン診察が可能な体制を整えられ

たらみんな受診しやすくなるかも。 

 

市から子ども会や育成会に補助金を支

給する等、活動しやすい環境整備の仕

組みがあれば地域の活性化に繋がるの

では。 

学校にエアコンを設置して、子どもたち

の環境を整えたい。 

災害時は市や民生委員とタイアップし

て、町内会で高齢者の支援や手助けを

してみるのはどうだろうか。 

高齢者や移動が不便な地域向けに、ス

ーパーやコンビニの出張販売を実施し

て買い物の支援をするべきだと思う。 

町内会の老人クラブの活動にもっと人

を勧誘できたら、認知症予防や健康長

寿につながりそう。 

 

子どものランドセルが重すぎるので、タ

ブレット１枚で学校に通えるくらいデジタ

ル化が進んでいったらいいのに。 

デジタルサービスについていけない

高齢者のために、操作方法や手続き

の仕方をわかりやすく教えるような支

援が必要だよね。 
市民の意見を届ける場として、このスマ

イル・トークリレー「FLAT」をこれからも

継続してやって欲しい。 

子育て・教育 

子育て・教育 

経済対策 

防災・減災 

行政サービス・デジタル化 

行政サービス・デジタル化 

高齢者福祉・医療 

高齢者福祉・医療 

市民参加・市民との連携 

フラットな目線で 

意見を交わしあう 

対話からうまれる解決の糸口・・・ 
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５．実施団体別主な内容 

■第１回 ５／２７ 大平町内会  

  場  所：大平集会所 

  参加者：２０代～90代の町内会員 ２８名 

  ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

育児休暇中の補償の必要性 育児手当の増や、企業への補助のシステムも研究し

たい。 

子どもの人数が少なく、部活動

の維持が困難 

子育て政策に力をいれたい。むつ☆かつで、やりたい

スポーツができ、学校は育った街で通うのが理想。 

小児科が少なく、予約が取りづ

らい 

子育て支援アプリ活用し、オンラインでの相談もぜひ

利用してほしい。 

地域の 

安全 

災害時の伝達手段（防災無

線）の必要性 

携帯のアラームを聞いたら、まずは高台に逃げること

をお願いしたい。デジタル防災無線への移行後の、町

内での伝達手段については、他自治体のやり方も参

考に研究したい。 

福祉 

医療 

医療機関が少なく、待ち時間が

長い。 

完全予約制の案、オンライン診療や、予約制等様々な

研究をしていきたい。 

行政 

ｻｰﾋﾞｽ 

買い物や、病院への移動手段 

移動販売車の導入 

様々な意見を聞きながら研究していきたい。 

 そのほか、自主防災組織の立ち上げや、老人クラブや子ども会とも積極的に連携していくことで、

町内を元気にしていきたいとの思いを、町内会の皆さまから聞かせていただいた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・１件 

 

 

■第２回 ５／２９ 城ヶ沢町内会  

  場  所：城ヶ沢集会所 

  参加者：６０代～８０代の町内会員 ９名  

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

給食費無償化の必要性 国や県の動きもあるが独自で無償化も考えたい。た

だ、様々養育費や教育費が無償化される中、０歳児

から２歳児への経費負担について補助がない。生み

たい気持ちを醸成するにはどちらが適切か検討して

いきたい。 
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 参加者から 市長から 

暮らし 

経済 

給料が少ないことを理由に、む

つ市から転出する人がいるた

め、対策をして欲しい。 

賃金の向上は重要なことではあるが、企業に負担を

強いることにもなりかねず、例えばむつ市に住みなが

ら県外の仕事が出来る状況を作るなど、対策してい

きたい。 

地域の 

安全 

バスの本数が少なく、待ち時間

が多いため、公共交通以外で、

事業者等との連携で何かあれ

ばよいと思う。 

公共交通機関との兼ね合いを模索する必要もある

が、例えば川内で実施しているデマンド型交通などを

拡げるなど検討していく。 

市民 

参加 

若者が遊ぶ場所がなく出会う

場所も限られていることから、少

子高齢化対策として、出会いの

場を作るのはどうか。 

今の若年層はマッチングアプリ等で出会うことが多い

ようなので、遊び場提供の重要度が下がってきてい

る。また、例えば TDL という人気施設はほとんど地方

の人が行く。遊ぶのは都会、住むのは地方という考え

もあると思う。 

 そのほか道路状態の具体的な要望もあり。また、男女の出会い方の時代の変化について対話が盛

り上がった。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・なし 

 

 

■第３回 ６／２２ 北関根町内会  

  場  所：北関根集会所 

  参加者：４０代～９０代の町内会員 ２５名  

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

通学や、むつ☆かつ用のバス停

の整備 

バス停は整備します。子ども達が地元の学校に通い

ながら、希望の活動をしていけるような仕組み作りと

して進めていきたい。 

各学校でご飯炊くなど、おいし

い給食を食べさせたい。 

関根中学校の跡地に給食センターができる予定。あ

たたかく、おいしいものを届けられるようにしたい。 

暮らし 

経済 

節電を徹底しているが賄いきれ

ない。支援を要望する。 

住民税非課税世帯に36,000 円分の商品券を配る

施策や、子育て世帯に一人あたり 6,000 円分の商

品券を配る施策を実施する。 

サルの被害が増えてきている。 

檻や電気柵の設置が必要だと

思う。 

サルに関しては、関根と大畑に捕獲用の大型の網を

設置したり、散弾銃の音が出るドローンを飛ばしたり

と新しいことをやっている。 

これからも対策を考えていきたい。 
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 参加者から 市長から 

医療 

福祉 

施設への入所が困難。関根地

区にも施設があればいいなと思

う。 

施設を建設することは、皆さんが支払う介護保険料

の増額に繋がるため、バランスをとるようにしている。

今は健康教室に力を入れ、皆さんが長生きできるよう

にしたい。病院の待ち時間も少なくなるように努めま

す。また、条件はあるもののおむつ等介護用品の支援

も行っている。 

近隣で買い物ができない。 

移動販売車や、muve などが、

離れた場所まで来てくれれば。 

移動販売車については民間事業者等と連携を考え

たい。 

move の走行経路は、公共交通機関とうまく調整して

いきたい。 

健康教室など、旧むつ市内だけ

の施策にならないようにしてほ

しい。 

旧むつ市内以外でも健康教室を実施します。 

むつ市の女性の平均寿命が全国の中でワースト５位

になってしまったことを受け、７月からは特別チームを

編成し、対策等を考えていきたい。 

市民 

参加 

地域行事に人が集まらない。ど

うしたら良いのか悩んでいる。 

いろいろな取り組みで人を集められるようにしたい。 

必要があれば市長を呼んでいただきたい。 

また、遊休農地の利活用による地域活性化も考えて

おり、今はマップを作成している。今後は貸出等により

有効活用出来るように取り組みを進めている。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・２件 

 

 

■第４回 ６／２４ 緑ヶ丘町内会  

  場  所：緑ヶ丘コミュニティセンター あじさい館 

  参加者：２０代～８０代の町内会員 ３０名 

  ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

暮らし 

経済 

農産物の流通について まずは下北半島縦貫道の早期完成を目指し、またそ

の後は終点への道の駅の構想もある。 

市そのものの知名度や、農産物

の知名度が低いと思う。 

シンガポール国立大学の学生さんたちが、知名度を

上げる方法を考えてくれている。 

医療 

福祉 

移動販売車を実施してほしい 市で検討していきたい。 

行政 

ｻｰﾋﾞｽ 

デジタル化についていけるか不

安を感じている 

誰一人取り残されないように努める。 
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 開催後、参加者から情報提供のあった危険箇所を視察。大雨で氾濫が起きやすい用水路を確認。 

 自主防災組織の必要性の話になり、町内会長からすでに立ち上げている旨説明があり。町内会の

中での情報共有の良い機会になった。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・３件 

 

■第５回 ６／２６ 田野沢地区会  

  場  所：田野沢公民館 

  参加者：５０代～８０代の町内会員 １８名  

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

学校に行けない子の対策・環境

づくりをしてほしい 

学校に行けない子たちが集える場を増やしていきた

い。 

地域の 

安全 

消防団車両が老朽化している

ため早期に更新してほしい 

順番に実施しており、今後も補助金を利用しながら

整備を継続していく。 

消防団員の定年を上げた方が

良いと思う 

そういったお声が多いのであれば、検討が必要だと

思う。 

 そのはか、田野沢公民館の避難所としての利活用について対話を重ねた。 

 スマイル・トークリレー「FLAT」のオンライン開催を希望する声があがっていた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・なし 

 

■第６回 ６／２６ 合同開催（脇野沢地区５団体）  

  場  所：脇野沢地域交流センター 

         （脇野沢浜町町内会、瀬野部落会、新井田部落会、 

寄浪部落会、蛸田部落会） 

参加者：７０～８０代の町内会員 １０名  

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

暮らし 

経済 

脇野沢に人を呼ぶのに苦労を

している。 

市においても PRの努力をしていきたい。 

マリンビーチを広くして欲しい。 綺麗にしていきたい。市全体を考えながら検討してい

く。 

医療 

福祉 

むつ病院の新設に伴い、脇野

沢方面の病院がなくならないよ

うにしてほしい。 

新設に伴う医師の再配置については、県にもしっかり

要望をしていきたいと思う。 

 はじめての合同開催であったが、参加者同士の対話も活発に行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・３件 
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■第７回 ６／２７ 湯野川町内会  

  場  所：湯野川公民館 

  参加者：６０～８０代の町内会員 １６名 

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

地域の 

安全 

猿の被害（食害）に困っている ドローンでも対策をしていく。皆様からも何か良い方

法があれば、伺い検討していきたい。 

医療 

福祉 

デマンド型タクシーの予約がな

ななか取れない 

運転手不足が常態化している。運転手を増やすよう

取り組んでいきたい。 

 「FLAT」開催に合わせて、湯野川温泉濃々園の整備について、観光 CP課より説明会を実施。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・６件 

 

 

■第８回 ７／２ 合同開催（大畑地区２団体）  

  場  所：赤川公民館（赤川町内会、木野部町内会） 

  参加者：５０～８０代の町内会員 ２６名 

  ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

地域の 

安全 

防災無線の難聴地域対策 新しい防災無線を整備中 

災害時に食料が行き渡らない

ことがあったため対策を。 

各スーパーと協定を結んだり、給食センターから供給

できるようにする等体制を整えていく。 

災害時は 9,000食供給できるようになる予定。 

海岸沿いのロープや網の漂着、

また川の濁りも消えていない。 

そのような場合は、大畑庁舎に連絡してほしい。県民

局に問い合わせるなど対応していく。 

また、漂着資材を例えばリサイクルしてランドセルにす

るなど、研究していきたい。 

医療 

福祉 

病院の地区整備や医師の充実 医師がむつ市に来てくれるようにお願いはしていくし、

医学生の学費支援をしてむつ市に戻ってくるような予

算も考えていきたい。 

免許や車のない高齢者の交通

手段を考えてほしい。 

オンデマンドタクシーや小さい

バスなど。 

バスの本数が少なく、介護者を

利用して多額の費用がかかる。 

買い物支援や、移動手段を市において取り組みた

い。 

バスの運行ルート等、各交通事業者とも協議してい

く。 

むつ病院の待ち時間が長い。 病院の建て替えや、デジタル化で改善していきたい。 
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 佐助川小学校のグランドの金網が外れていて危険との事で現地確認。危険回避のため対応済み。 

 その他、地域でゴミ拾いを長年している人に市から何かできないか等、対話が行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・４件 

 

 

■第９回 ７／７ 大室平町内会  

  場  所：大室平地区学習施設 

  参加者：４０～９０代の町内会員 ２３名 

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

地域の 

安全 

道路の幅が狭いので拡げられ

ないか 

すれ違い場を活用してほしい 

信号機がほしい 県に相談してみます。 

医療 

福祉 

免許返納後の対策として、バス

を通してほしい 

市での対応も検討が必要だが、公共交通事業者と

の調整が必要 

移動販売車を実施してほしい 買い物支援バスのような仕組みをつくっていきたい。 

 

 そのほか、むつ病院の人材育成や、民生委員のなり手不足について対話が行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・なし 

 

 

■第１０回 ７／８ 大湊浜町町内会  

  場  所：中央公民館 

  参加者：４０～代の町内会員 ２０名 

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

むつ☆かつでは、チームでのス

ポーツ大会に出られない場合

がある 

むつ☆かつは、子どもたちが希望するスポーツのため

に地域から出てしまうことを防ぐ目的もある。御理解

いただきたい。 

通学路の横断歩道の線が消え

て信号機がほしい 

県に相談してみます。 

医療 

福祉 

免許返納後の対策として、バス

を通してほしい 

市での対応も検討が必要だが、公共交通事業者と

の調整が必要 

移動販売車を実施してほしい 買い物支援バスのような仕組みをつくっていきたい。 

 そのほか、むつ病院の人材育成や、民生委員のなり手不足について対話が行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・１件 
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■第１１回 ７／１９ 青森明の星短期大学むつキャンパス  

  場  所：青森明の星短期大学むつキャンパス 

  参加者：１０～２０代の学生 ９名 

＜主な内容＞ 

テーマ：あなたが思う「住みたいむつ市」について考えよう 

 市長が市長と学生が「住みたいむつ市」について対話 

 むつ市長自らがファシリテーター（進行役）を務める 

 学生からは、交通手段や娯楽施設の充実、イベント等により地域に活気がある街を望む声が多数 

 

 

■第１２回 ７／２２ 南松町内会  

  場  所：南松町内会集会所 

  参加者：２０歳未満～８０代の町内会員 １７名 

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

地域の 

安全 

空き家が多く、なんとかしてほし

い 

市役所で解体することはできないが、制度として国に

渡すことができる。（相続土地国庫帰属制度） 

冠水してしまう箇所がある 水位の調査をし、新たにハザードマップをつくる。 

暮らし 

経済 

商業施設・娯楽が少ない 企業誘致を頑張っている。 

収入が低い DX を推進することで、収入を増やしていければと考

えている。 

医療 

福祉 

医療体制の強化をするべき 病院の新設で改善できればと考えている。 

 そのほか、むつ病院の人材育成や、道路の混雑情報や道路整備について対話が行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・４件 
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■第１３回 ７／２２ 角違町内会  

  場  所：角違公民館 

  参加者：６０～８０代の町内会員 １４名 

＜主な内容＞ 

 そのほか、むつ病院の人材育成や、各町内会へのＡＥＤ設置について対話が行われた。 

 近隣町内会長の参加あり（近沢、大川目町内会） 

 「市民の声」として持ち帰り・・・ ６件 

 

  

 参加者から 市長から 

暮らし 

経済 

道の駅を作ってほしい 下北縦貫道開通のあと、作ることを検討中 

地域の 

安全 

空き家を解体する補助について 市民の皆様は道路や病院の拡充を求めているので、

まずはそこに予算を使っている。基本的には空き家は

持ち主の責任のもと管理していただきたい。 

携帯の電波が届かない地域が

あり、災害情報が届かないので

はないかと不安だ。 

電波を飛ばせるように、市で電波を増幅する機械を

つける方向で検討した。 

猿が増えすぎて困っている 大きな罠の設置を検討する。駆除できるように国に申

請中。あと、ドローンでの対策など。 

不法投棄対策について 看板やカメラを設置する。担当課にもしっかり伝える。 

医療 

福祉 

交通手段がない。市内（muve）

よりこっちが必要 

ｍuve は、市で運営しているわけではない。そこで、コ

ミュニティバスの運行も検討している。そのほか、交通

のための部署の設置を検討する。 
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■第１４回 ９／１５ 栗山町内会  

  場  所：栗山集会所 

  参加者：５０～９０代の町内会員 １４名 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

子ども会がなくなってきている。

会を作る補助金等、子ども会を

作りやすい環境作りを。 

とても難しい問題だと思っている。今の子育て世代は

考え方が違うから、補助金を出してもやらない。祭り

や神事には何とか支援したい。 

暮らし 

経済 

冬期間の燃料費の支援をして

欲しい。一過性だと恩恵が薄

い。 

新税で財源を確保することで、生活の支援を充実さ

せる。企業立地の PR にもなる。関係人口や給料も増

え、良いループになるのではないかと考えている。 

水産業の活性化のため、他国

への輸出を増やしてはどうか。

地元企業では、誘導策が少な

い。 

産業の一本化を図る。販売・加工等すべてできる工

場の設立を目指す。漁業も農業（トマト）と同じように

補助事業を行う。 

地域の

安全 

雪かきやった後、大きい塊を置

いていく。配慮して欲しい。 

できるだけ配慮したい。また、今年から除雪情報が

GPSで見られるようになることもお知らせしたい。 

いざ災害があったときにどう動

けばいいのかマニュアルがな

い。防災マップはあるが、具体

的行動の方法がない。自主防

災組織も個人情報の絡みで進

みづらい。 

市のマニュアル作成も大切だが、ぜひ自主防災に努

めていただきたい。すべての町内会にマニュアルを作

成いただきたいと思っている。 

消防団員が町内会で少ない まずは、消防団員の報酬を増やした。 

そのほか例えば、消防団員カードを提示すると安く買

い物ができるなど、他市の例を踏まえて、団員になり

たいと思える環境作りに励みたい。 

医療 

福祉 

病院の待ち時間が長い。 待ち時間対策をする。予約制度などについて、アンケ

ート調査するので、是非御意見ください。 

市民 

参加 

対話による街づくりとして、

「FLAT」を毎年開催して欲しい 

私が市長である限りやります。 

 そのほか、通学する生徒さんたちを思う安全面のお話で対話が繰り広げられた。 

 防火水路や、大雨氾濫の危険箇所について現地確認を行った。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ３件 
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■第１５回 ９／２７ 合同開催（３団体） 

  場  所：海老川コミュニティセンター 

         (栄町町内会、住吉町町内会、 

昭和町 A町内会) 

  参加者：30～９０代の町内会員 １５名 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

障がい児の受け入れ（保育園

入園要件等）や、専門家の必要

性、そのお子様への継続した支

援 

少しずつでも取組はすすめないといけない。また、幼

稚園と保育園については、国でも制度を検討してい

ることもあるし、親御さんと協議が必要だと思ってい

る。 

むつ☆かつの問題点について。 

例として障がい児が、地域移行

（むつ☆かつ）のため活動した

くてもできなくなった。 

限られた学生生活は、その時し

かないので対応を望む。 

現在、サッカー、柔道、文化部からはじめていて、多く

の運動部も含むとなると移動の足が問題になると考

えられる。ただ、この取組はこれまでかなわなかった

多くの中学生のやりたいことをかなえられていると思

っている。その上で、お時間をいただきながら、様々事

情を抱えているみなさんの思いもかなえていきたい 

暮らし 

経済 

エネルギー事業との共生は必

要だと思っている。そしてそれ

が、観光や経済の発展につな

がるようになれば良い。 

市においても施設が来年稼働予定で、やっと市民の

皆様に還元できるタイミングが来ると思っている。 

むつ下北には、良いところがたく

さんあるのに宣伝とか、整備が

不足していると感じている。（ち

ぢり浜を例に 

来年は、ジオパークの全国大会もあるので早急に整

備を進めたい。 

下北縦貫道の完成時期につい

て（10年？） 

縦貫道については、私も頑張るのでみなさんも、例え

ばシンポジウムなどを開催した時には、積極的に参加

をしてほしい。そのことが、縦貫道の完成時期を早め

ることにつながる。 

地域の 

安全 

インフラ整備を早急にするべき。 

水増しが怖い。 

浸水しやすい箇所は、市でも把握しており、昨今の雨

量の状況を鑑みても早急な排水対策が必要だと考

えている。これまでと対応方法を変更する時期にきて

いる。 
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 参加者から 市長から 

グループ内での話し合いにおい

て、自主防災組織の立ち上げを

人材の面で躊躇しているという

話があったが、アバウトでも良

いので作ってやってみようかと

いう話になった。 

自主防災組織は、青森県及びむつ市ともに低い状

況。共助の面から、ぜひとも結成してほしく、担当部署

に相談してみてください。 

医療 

福祉 

医師確保が必要 市民の皆様の望みですので力を入れている。少しで

すが成果もあり、さらに進めたい。 

集いの場の整備（暑さ対策）の

お願 

暑さ対策は確かに必要。計画性をもって整備していき

たい。 

新病院は予定通りできるか？ 病院の新設は、努力します！ 

市民 

参加 

町内会が後継者、担い手不足

で悩んでいる。活性のために市

職員の参加など考えて欲しい。 

町内会と職員の連携は検討したい。 

ユニバーサルデザインのまちづ

くりについて。例えばユニバーサ

ルマラソン大会などあったらい

いなと思う。 

そうですね。あれば良いと思う。 

むつ市でもユニバーサル野球大会が開催される予

定がある。 

様々な形で開催できれば。 

 コミュニティセンターの整備や高齢者への手厚いサポート、１０市大祭典の話のほか、東日本大震

災の復興支援に積極的に関わる方から、防災力の向上に関して対話が盛んに行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ６件 

 

 

■第１６回 １０／１０ しゃべり場  

  場  所：海老川コミュニティセンター 

  参加者：２０～６０代のしゃべり場参加者 １０名 

＜主な内容＞ 

テーマ：障がい福祉について、親の悩み・相談について 

 団体側から事前に提示のあった内容（当日市長と話したい話題）に沿って、フリートーク形式にて対

話を実施。 

 災害時対応、相談・集いの場の整備のほか、物価高騰やむつ総合病院の人材育成等、広く対話が

行われた。 
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■第１７回 １０／１６ むつ総合病院看護局  

  場  所：むつ総合病院東診療棟３階会議室 

  参加者：むつ総合病院勤務の看護師 １９名 

＜主な内容＞ 

テーマ：看護師の確保について 

 テーブルを円状に設置するかたちで実施。 

 主に職場環境の改善・若手看護師の離職対策や６０歳を超える看護師への対応に関する対話が

行われた。 

 

 

■第１８回 １０／２２ 斗南岡町内会、最花町内会  

  場  所：斗南岡集会所 

  参加者：４０～７０代の町内会員 ２３名 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

通学の送迎について、タクシー

の運行等して欲しい。また、今後

の計画を示して欲しい。 

バス、買い物支援、除雪について、今年度中に計画を

示していきたい。 

地域の

安全 

避難所でなくても、町内会の集

会所に毛布や非常食を常備で

きるようにして欲しい。 

自助、共助の観点から、町内会でぜひ自主防災組織

を検討してもらいたい。自主防災組織を作っていただ

けると市で機材等の補助も可能です。 

除雪後の雪溜め場について、雪

を溜めすぎると子供の遊び場に

なって危険な上、溶けた後に大

きな水たまりになってしまうので

対応を考えて欲しい。 

雪を溜める際に一箇所に集中しないよう、状況を見

極めながら対応していきたい。 

医療 

福祉 

他所の病院を参考にしたうえ

で、むつ総合病院の待ち時間

短縮に取り組んで欲しい。 

良い病院の例も取り入れながら、これからも待ち時間

対策について検討を重ねていきたい。 

行政 

ｻｰﾋﾞｽ 

デジタル移行に関する高齢者

への対応について考えを教えて

欲しい。 

市ではスマホ教室を実施している。市民にとって便利

になるようにデジタル化を進めていくが、現金等のア

ナログで出来るサービスも残すことで、高齢者やデジ

タル端末の扱いが苦手な方でも不便な思いをしない

よう進めていくつもり。 

 そのほか、観光地の除雪や道路の凍結など冬期の対策について多くの対話が繰り広げられた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ４件 
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■第１９回 １０／２４ 本町町内会（大畑町）  

  場  所：本町町内会館 

  参加者：４０～８０代の町内会員 １０名 

 

 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

暮らし 

経済 

商品券の種類を 2種類に分

けるとわかりにくいので分けな

い方が良いと思う。また、商品

券ではなく現金での補助は考

えないのか。 

利用者が大型店ばかりに偏ってしまうことを防ぐため

に 2種類に分けている。商品券ではなく現金をお渡

しすると、通販や市外での活用が増えむつ市にお金

がまわらなくなってしまうため、どうしたらよいか検討

していきたい。 

スーパーが閉店し、買い物に

不便な人が増えているが、今

後どのようになるのか。 

函館牛乳のように、移動販売車を走らせることを検討

している。 

医療 

福祉 

福祉施設を増やして欲しい。 施設を建てると、その分介護保険料が上がってしま

う。そのため、兼ね合いを研究しながら、ニーズに応え

られるよう対応していきたい。 

医者が足りないことに関して

どう考えているのか。 

待ち時間が長いことについては、多くの人が民間の

病院に行かずむつ総合病院に行くためだと考えてい

る。そのため、医者が足りないわけではないと考えて

いるが、もちろん医者を増やすことについても考えて

いく。 

 そのほか、避難場所への移動に関してや民生委員のなり手不足解消について対話が行われた。 

 元消防職員の参加者を中心に、特に川の氾濫時の対策について住民同士の積極的な意見交換

の場となった。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  なし 
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■第２０回 １０／２４ 孫次郎間町内会  

  場  所：孫次郎間地区公民館 

  参加者：４０～８０代の町内会員 ３２名 

 

 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

暮らし 

経済 

市の合葬墓整備を是非とも進

めて欲しい。 

慰霊塔のスペースなど色々な事例を研究中である。

地域のお寺にある合葬墓との兼ね合いを考えながら

検討していきたい。 

地域の 

安全 

サルが増えてきているようだ

が、対策は考えているのか。 

モンキードックを連れていったり、ドローンを飛ばして

嫌な音を発生させてサルを追い返したりなど、出来る

事や新しいことを進めている段階。 

医療 

福祉 

ループバスの使い方がわかり

にくい。現状 YouTube で使

い方の確認はできるものの、も

っとテレビなどで見られるよう

にならないか。 

今までは広報むつだけで発信してきた情報を、現在

は YouTube や SNS を使って発信するようになった

ため、使い方の発信も工夫していきたい。テレビだと

多額の税金を使ってしまうため、無料でできるものを

つかってこれからも頑張っていきたい。 

 そのほか公園の遊具が減少していること、海水浴場の開設について等の意見がうかがえた。 

 豪雨災害時の被害をもとに対策案についての対話も活発に行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ６件 
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■第２１回 １０／２６ 中島町内会  

  場  所：中島町内会館 

  参加者：１０～８０代の町内会員 １５名 

 

 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

暮らし 

経済 

大畑の桜並木は日本で２番

目に長い。これを活かしたアピ

ールなどができないか。 

良案だと思う。大畑は地域の団体が色々やってくれて

いるし、大畑にも地域おこし協力隊を呼んでもいいの

ではと思っている。市が桜並木を活かした何かをやる

と予算の兼ね合いで持続性が無くなってしまうため、

先に述べたような団体と手を組みながら、今後皆さん

と考えていきたい。 

地域の

安全 

防災士の育成について、市で

の補助などを考えてもらいた

い。 

防災士の研修について、今は青森市まで行かなくて

はならないため、まずは市内で受講できるように進め

ていきたい。 

医療 

福祉 

アゲハを利用しようとしても、

自宅からバス停までが遠くタ

クシーを使っている状況であ

る。 

大畑駅までを周遊するコミュニティバスが出来ない

か考えている。また、来年度には交通に関する事業の

担当を役所内で立ち上げる予定。 

アゲハを使う際に、マイナンバ

ーカードの原本以外を用いる

方法は検討してもらえないか。 

マイナンバーカード原本がない方がよければ検討す

るが、ある方が良い点もあるということを理解してい

ただきたい。 

むつ総合病院の新病棟が完

成したら待ち時間は解消され

ますか。 

素直に答えれば変わりません。ではどうするかという

と、全部予約制にすることも考えている。医師確保に

ついても他地区の大学から東北枠として医師を集め

ようと思っている。もちろん大畑診療所も残したい。 

行政 

ｻｰﾋﾞｽ 

市民へのタブレット配布を踏

み切れない理由は何か。 

どういう世帯にどのくらいのサービス提供が必要か、

高齢者が対応できるのかなど検討することが多い。

端末は無料でもそれ以外は有料のため、コストと高

齢者からのニーズの釣り合いがとれるよう考えてい

かなければならない。 

 そのほか雇用についてや年齢層を絞ったスマイル・トークリレー「FLAT」の開催検討について意見

がみられた。 

 公民館の今後についても、早急な検討を求める声が挙げられていた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ２件 



21 

 

■第２２回 １０／３１ シニアサポートむつ  

  場  所：海老川コミュニティセンター 

  参加者：シニアサポートむつ会員 ４８名 

テーマ：介護予防運動の地域定着と継続化を目指して 

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

介護 

予防 

運動 

指導者のサポートが必要。 指導者のサポートは必要。指導者からサポートしてく

れる方にお話をされていると伺った。活動が継続され

るよう支援していく。 

海老川コミュニティセンターの

施設利用について 

（利用後の清掃、掃除用具の

整備、冷暖房、YouTube が

見られる設備等） 

施設利用後の清掃は使用料を取って外部に依頼す

るという方法も考えられるが、利用者の意見を聞きな

がら検討していきたい。 

会場までの移動手段の確保。 

move が移動しやすい路線に

ならないか。バスも利用しやす

い時間帯に走ってほしい。 

公共交通機関等ともう少し本数が走るように調整を

していきたい。 

行政のバックアップが必要。 介護サービスを利用しないように介護予防に取り組

むことは意義がある。笑顔で取り組んでいただけるよ

う活動を支援していきたい。今年度から活動費を支

援できるよう協議を進めている。 

その他 

小中学校の給食費の無償化

を検討してほしい。 

小中学校の給食費無償化は検討していきたい。 

１１月中旬に配布される燃料

券だが、商品券にしたらよい

のではないか。 

市民の意見から燃料券になった。市民全員が恩恵を

受ける事業はなかなかなく、比較的皆さんが困ってい

るところに手を差し伸べていると考えていただきたい。 

 認知症サポート団体認定証交付式の後に、ワークショップ形式にて開催。 

 普段使っている施設（海老川コミュニティセンター）の整備についてや移動手段の確保に関して希

望する声が多かった。 
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■第２３回 １０／３１ 川守町町内会  

  場  所：川守会館 

  参加者：５０～８０代の町内会員 ２４名 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

不登校児童の情報収集をお

願いしたい。 

しっかりやっていきたい。オンブズパーソン制度を利用

して子どもの声を政策につなげていきたい。 

部活動をやる児童が減少して

おり、学校の維持費も余計に

かかってしまうので小中学校

を統合してもよいのでは。 

小中学校を減らすと地域に子どもがいなくなってしま

い、地域が廃れてしまう。地元の方の話を参考にして

いきたい。 

暮らし 

経済 

市内のスポーツ施設を関東の

大学等の合宿先として使って

もらうなど有効活用できない

か。 

誘致を実行できるようにしたい。六ケ所にあるテクノ

ロジーセンターも合宿所になっているので、むつ市の

原燃も同じようにできないか考えたい。 

大湊のタクシー会社が２社と

もなくなってしまい夜にはタク

シーが呼べないため、病院に

行きたいときは救急車を呼ば

なくてはいけない。 

市でも対策を考えていきたい。現在、下北自動車学

校では２種免許を取ることができないため、取ること

ができるよう協議中です。また、自衛隊OBにも運転

手をやってもらえないかお願いしているし、白ナンバー

でもできるタクシーのようなものも検討している。 

行政 

ｻｰﾋﾞｽ 

高齢者の雪かきサービスなど

の申請もデジタル化されて欲

しい。 

是非やりたいので考えていきたい。 

 そのほか、むつ病院の待ち時間対策や、スキー場の活用について対話が行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ５件 

 

 

■第２４回 １１／８ 青森大学むつキャンパス  

  場  所：青森大学むつキャンパス 

  参加者：１０～４０代の学生 １８名 

＜主な内容＞ 

テーマ：学生目線で描くむつ市の将来は? 

 青森大学非常勤講師 小寺氏 の授業の中で、５年後のむつ市を題材にワークショップを実施。 

 どんなむつ市になってほしいかを考えた後、その実現に向けて必要なものをグループで話し合った。 

学生からは、他地域を含めた若者同士の交流や就職先の増加、交通インフラの整備を望む声が多数 

 



23 

 

■第２５回 １１／１１ 宇田町町内会  

  場  所：宇田町町内会館 

  参加者：３０～９０代の町内会員 ２０名 

 

 ＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

教員不足が問題になっている

ので、高校生を先生として招

いたり、YouTube を活用した

授業を考案したりしてみては

どうか。 

教員不足は問題ではあるが、現在子どもの大半はタ

ブレットを所持しており、それらで勉強することができ

る。むつ市では、マインクラフトのようなゲームで英語

などを勉強できるようにすることも考えている。 

暮らし 

経済 

公共交通が脆弱なために経

済の悪化や健康への影響が

あると思うので、インフラ整備

を進めたり免許返納にメリット

を付けたりする必要があるの

では。 

アゲハでバスに乗る人が増えてきている。今後バスの

本数やバス停の数も増やそうと考えている。 

北の防人安渡館が何の施設

かわからない人も多いため、

観光産業のひとつとして力を

いれてもいいのでは。安渡館

内に飲食店もないため利用条

件を緩和しては。かまふせマー

ケットも広報むつでPR するな

ど周知を強化してはどうか。 

安渡館については、下北 TABI アシストで作っている

「ぐるりん下北」というパンフレットに載せていきたい。

飲食店も出店できるように、利用料等含め検討して

いく。かまふせマーケットについても市民に知って欲し

いので対策を考えていきたい。これからも多くの人に

来てもらえるような施策を打ちだしたいと思っている。 

家庭菜園がカモシカの被害に

あっているため捕獲して山に

かえして欲しい。 

頭数が増え続けているし、そもそも個体が賢くなって

おり捕まらなくなってきている。対策を皆様と一緒に考

えていきたい。 

行政 

ｻｰﾋﾞｽ 

市の公式 LINE は内容が多

すぎるので、ジャンプ機能を用

いて興味あるものだけを見ら

れるようにして欲しい。 

来年春からセグメント配信（ユーザーにあわせた内

容を配信するもの）を計画しており、欲しい情報を選

べるようにする。 

キャッシュレス決済の促進を

図る必要があるのでは。 

予防接種申請のデジタル化を考えているところ。令和

6年春から住民票も PayPay で支払いできるように

する。 
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市民 

参加 

スマイル・トークリレー

｢FLAT」で出た意見を市民

が見ることができるようにした

らどうか。 

HP にて過去のスマイル・トークリレー「FLAT」の記

録を公表しております。 

 そのほか、むつ病院の待ち時間対策や、除雪対応・道路状況の改善について対話が行われた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ３件 

 

 

■第２６回 １１／１８ 町内会長  

  場  所：下北文化会館展示ホール 

  参加者：６０～８０代の町内会長 ５０名 

 

＜主な内容＞ 

 参加者から 市長から 

子育て 

教育 

脇野沢小中学校の統合問題

について、現状では人数の関

係で部活動が困難で子ども

達がかわいそう。 

地域にも学校は必要。統廃合は市が提案するが、結

論ありきの提案はしない。地域の皆さんと話し合った

内容で議論討議していきたい。 

暮らし 

経済 

道路沿いに家を建てられるよ

うな新しい道路整備の構想が

あるか。 

都市計画のコンパクトプラス化にならい、家が建つよ

うな新しい道路を整備するよりも空き家対策をしなけ

ればいけないと考えている。どのように町を興すかは 

町内会や地域の方々と話し合っていきたい。 

地域の 

安全 

防災無線の設置が沿岸地域

のみに変わるらしいが、沿岸

地域だけでいいのか。 

防災無線は家の気密性や天候の影響で１００％聞こ

えるということはないため、皆様の命を守ることを第

一に考えるとスマートフォンからのアラートや通知が

届く方向に整備していきたいと思っている。 

防災に関する放送のスマート

フォン活用について、電波がな

いところではどうするのか。 

どんなツールを使っても１００％の人に情報を届けるこ

とは難しい。そのため、スマートフォン、テレビ、ラジオな

どを複合的に活用して情報が伝わるようにしていきた

い。 

災害時における広報等にドロ

ーンを活用できないか。 

むつ市にはどこの自治体にも先駆けて「Swan 

Wings」というドローンの部隊があるので、様々な場

面での活用について検討していきたい。 

長期滞在できる避難所の確

保が必要では。 

令和 5年度、津波に対する計画を含めた防災計画

を見直しているので、長期滞在できる避難所につい

ても検討していく。 
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医療 

福祉 

要支援者名簿が活かされて

いない現状について見解を教

えて欲しい。 

要支援者情報はGIS（地理情報システム）で管理

し、警察、消防、町内会長、民生委員等に情報共有さ

せていただいているが、情報だけでは避難行動の役

に立たないので今後どう活用するか検討中である。 

 まずは、R5年度これまで実施してきたスマイル・トークリレー「FLAT」を通していただいた「声」に

対する、市の対策検討中のものを、各部局長から説明 

 説明後、それらに関する対話を実施し、その後には、テーマを決めずにフリートーク形式で対話を行

なった。 

 フリートークの際には、上記のほかそのほか災害対策や各地域の環境整備について、博物館の建

設希望等の話題があがっていた。 

 「市民の声」として持ち帰り・・・  ２件 

 

 

■第２７回 １２／１４  青森県保育連合会むつ支部 

  場  所：下北文化会館２階集会室 

  参加者：１３名 

＜主な内容＞ 

テーマ：子育て、教育について 

 園長先生を中心に、市内保育園の代表者が集まった。 

 子育て世代向けの支援はもちろん、人材の育成や不足について、教育活動の支援等を望む声が多

かった。 
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６．「市民の声」としての対応 

「市民の声」とは、市民及び団体からの提案、意見、要望及び苦情を総称して「市民の声」と呼んでお

り、“受付 → データ登録 → 関係課で対応”の流れで処理をするもの。 

「FLAT」での対話の際に伺ったもののなかから、「市民の声」として持ち帰り対応したもの。 

 

 町内会名 要望標題 対応 

第１回 1 大平町内会 
カーブミラーの角度につ

いて 
市役所職員立ち会いの下、調整済み 

第３回 

2 

北関根町内会 

泥上げ及び草刈りの回数

について 

今後とも市職員が現場の状況を確認し、

町内会長とも相談のうえ、作業を手配し

たい。 

3 サルの檻について 

むつ市では小型の檻３０基を有している

ため、今後もサルの行動域等の把握に努

めながら罠を設置してまいりたい。 

第４回 

4 

緑ヶ丘町内会 

下北駅の駐車場について １台分の一時駐車場があることを説明。 

5 
民生委員及び児童委員に

ついて 

①委員のなり手不足について、これまで

欠員の補充に努めてきた結果、１年間で

１０名の補充をすることが出来た。今後

も欠員の補充に取り組みたい。 

②高齢者及び児童のリストについて、個

人情報保護の観点から、特定の個人情報

を使用する目的以外で配布することは出

来ません。 

③報酬の改善について、令和４年度から

令和５年度にかけて８００円を増額して

いる。活動費については県の動向を踏ま

え、適切な活動費の金額設定に努めた

い。 

6 川の氾濫について 

御指摘の溢水箇所は、完全解消が困難な

場所であるため、強い降雨があるたびに

現場状況の把握を行っていき、必要に応

じ通行止めの処置を講ずるとともに対応

を検討して参ります。 
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 町内会名 要望標題 対応 

第６回 

7 

瀬野部落会 

瀬野川の氾濫対策につい

て 

嵩上げ工事については、周辺の土地、道

路、橋梁を一体で嵩上げするものとなる

ことから、現実的には困難であると考え

ております。 

市としては令和４年度中に瀬野川内に堆

積していた土砂の撤去を実施し、河川の

断面確保を図っております。 

今後も河川の適切な管理に努めて参りた

い。 

8 
海水浴場に放置されてい

る可燃物について 

すぐには対応出来ないが、片付けていく

方針。 

9 
蛸田地区のバス停留所に

ついて 

市では出来かねる旨を説明したうえ、令

和５年度の板金工業組合青年部会ボラン

ティア修繕で小屋を直すこととなった 

第７回 

10 

湯野川地区会 

旧湯野川小学校の解体に

ついて 

市が解体することは出来かねます。対処

法案として、①市に寄付をする。②不動

産会社等に相談し、建物付きでの売却を

検討する。と紹介。 

11 
湯野川公民館前の公衆ト

イレについて 

現在立て替えに向けて事業を進めており

ます湯野川温泉濃々園には、２４時間利

用可能なトイレを整備予定であります。 

12 
湯野川公民館前の街路灯

の移設について 

街路灯移設にあたり、関係機関（NTT、

東北電力）からの承諾が必要となります

ので、承諾を得られた際には、街路灯の

すみやかな移設に努めてまいりますの

で、御理解を賜りますようお願い申し上

げます。 

13 濃々園前の橋について 
設置者が判明し次第、適切な対応を検討

してまいります。 

14 遊歩道の利用について 

「遊歩道入り口駐車場～あじさい橋～セ

キレイ橋～大滝休憩所～八ツ橋」の区間

は散策可能。「張出歩道～あすなろ橋～

福寿の小径」の区間につきましては、落

石等の危険箇所があるため、現在は通行

止めとしております。 
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第７回 15 湯野川地区会 
濃々園前の陥没箇所につ

いて 
新規にアスファルト舗装を行います。 

第８回 

16 

木野部町内会 

旧佐助川小学校の金網に

ついて 
柱に固定することで対応した。 

17 
木野部公民館の修繕につ

いて 
対応を進めることとした。 

18 
ゴミ拾いに対する表彰に

ついて 

表彰の基準に該当しないことや、感謝状

贈呈の事例について説明した。 

※対象者さん広報むつ 11 月号で特集 

19 赤川町内会 小赤川のにごりについて 

小赤川を工事している森林管理署と青森

県に工事完了予定日を伺ったところ、森

林管理署は８月末工事完了予定。青森県

は９月末工事完了予定とのことでした。 

森林管理署、青森県ともに濁水を下流に

流さないよう注意をしながら工事を進め

ていくとのことでしたので、御理解賜り

たいと存じます。 

第 10 回 20 
大湊浜町 

町内会 

融雪後の水が流れる溝を

つくってほしい 

当該箇所については、今冬に現場確認を

行い、原因究明とその対策について検討

していきたい。 

第 12 回 21 南松町内会 草刈りをしてほしい 

現地確認したところ、県道沿いの植樹帯

から草が伸びておりましたので、県道を

管理する下北地域県民局へ情報提供致し

ました。 
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第 12 回 

22 

 

北赤川踏切付近に迂回路

を整備してほしい 

北赤川踏切の遮断機について JR 東日本

へ問い合わせたところ、少なくとも 2022

年から 2023 年まで故障の記録はないと

のことでした。一方で、2022 年 4 月 27

日に強風による安全確保のため急遽列車

を停車した結果、列車付近の遮断機が作

動した記録はあるとのことでしたので、

遮断機が下りたままになり渋滞が発生し

たのは、おそらくその際の出来事かと思

われますが、遮断機の故障ではないとの

ことでした。 また、迂回路の整備につ

きましても現時点では非常に難しいと考

えております。 

23 

空き家敷地内の樹木によ

る見通し阻害箇所につい

て 

現地を確認したところ、市道沿いの民地

より木の枝がはみ出しておりましたの

で、土地所有者へ剪定依頼を致しまし

た。 

24 

南松町内会 

冠水被害防止のため側溝

を整備してほしい 

現場確認を行った結果、A様から御要望

のありました箇所は、道路側溝底面の逆

勾配等が冠水の主な要因となることか

ら、その部分を解消するためには町内排

水全体の再計画及び調査等が必要となる

ため、今後の調査結果を踏まえ検討して

参りたいと考えております。 

 B 様から御要望のありました箇所につ

きましては、側溝や桝の詰まりが確認さ

れましたことから清掃を実施したいと考

えております。 

 C 様から御要望のありました箇所につ

きましては、個人所有の私道となってい

るため、むつ市で実施しております「私

道等整備補助金」の活用を御検討くださ

いますようお願いします。 
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第 13 回 

25 角違町内会 防災無線を直してほしい 

市内の防災無線の一部におきまして、

機器の故障等により放送が聞こえにくい

箇所もあり、皆様にはご不便をおかけし

ておりますが、機器が古いため修理が困

難な状況となっております。 

 市では、防災無線のデジタル化のた

め、今年度、既設の防災無線の更新を進

めており、津波の浸水想定区域全域への

新たな防災無線について、令和５年度完

了に向けて順次整備を進めてまいります

ので、御理解を賜りますようお願いする

とともに、防災無線は雨等の影響により

聞こえにくい場合も考えられますので、

ご自宅での情報収集につきましては、市

の広報車やテレビ・ラジオからの情報収

集のほか、防災かまふせメール・市の公

式ＬＩＮＥ等の登録などもあわせてご検

討くださいますようお願い申し上げま

す。 

 皆様への情報伝達につきましては、新

たな防災無線の整備を進める中で、いた

だいた御意見をもとに今後も検討を進め

てまいりますので、御理解を賜りたいと

存じます。 

26 近沢町内会 防災無線を直してほしい 上記に同じ 

27 

大川目町内会 

防災無線を直してほしい 上記に同じ 

28 水門を整備してほしい 

後日、業者立ち会いのもと再度現場確認

し、補修方法について相談することとし

た。 

29 

不法投棄が増えているの

で、看板を立てるなど注

意喚起してほしい 

角違林道側は農林水産省、小川目林道側

は下北森林組合の管轄であることから、

了承を得たうえで、看板を設置する予

定。 

30 

携帯電話の電波がないた

め、市から働きかけてほ

しい 

企画調整課が docomo と au に連絡し、今

後調査が入ることとなった旨を説明。

（ソフトバンクは電波がある。） 
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第 14 回 

31 

栗山町内会 

むつ中学校と幹線道路を

繋ぐ迂回路を作ってほし

い 

 むつ中学校前の市道栗山線ですが、最

小幅員約６メートル、最大幅員約７．３

メートルとなっております。冬期間の生

徒の登下校には、十分な幅員ではないこ

とは重々承知しておりますが、迂回路整

備には用地取得及び多額の事業費を要す

ることから、冬期間の歩行空間確保にお

いては、道路幅員を広げる拡幅除雪等で

対応したいと考えております。お手数を

おかけしますが歩行空間がなく危険と感

じた場合には、市土木維持課まで御連絡

をお願いいたします。なお、拡幅除雪に

ついては、早朝除雪とは異なる作業準備

が必要となるため、作業までに時間を要

する場合がありますので御了承くださ

い。また、当課にて小型除雪機の貸出を

行っておりますことから、活用について

御検討ください。 

32 

栗山トンネルの側道の除

雪が遅いので改善してほ

しい 

 当該路線につきましては青森県との協

議により、御指摘の区間は当市にて対応

しております。 

 除雪の出動基準といたしましては、降

雪量が１０㎝以上、または１０㎝未満で

も市内パトロール及び気象情報等により

除雪が続くと予想される場合、地吹雪等

で交通に支障を及ぼす恐れがある場合に

出動とし、降雪や路面の状況に応じて市

街地の道路除雪を行うほか、交通量の多

い主要な路線を市道幹線に指定し、国県

道との兼ね合いを図りながら作業を実施

しておりますので、御理解賜りますよう

お願い申し上げます。 

33 
老朽化した防火水路を直

してもらいたい 
対応はこれから 
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第 15 回 

34 

住吉町内会 

あけぼの公園の草刈り及

び排雪について 

 都市公園の草刈りにつきましては、春

の草が伸びる５月中旬、夏の草が伸び夏

休みを迎える前の７月下旬、秋の草が伸

びる９～１０月を目処に年３回実施して

おりますので、御理解を賜りますようお

願いします。 

 排雪につきましては、一般の方向けに

開放している真砂町と桜木町の雪捨て場

を御利用いただくように周知を徹底して

まいりますので、御理解を賜りますよう

お願いします。 

35 融雪剤の配達について 

冬季における融雪剤の配布につきまし

ては、原則として町内会及び個人の方へ

の配達は御遠慮させていただいておりま

す。 

 御来庁いただいたうえでの融雪剤の受

け渡しについては引き続き対応致します

ので、運搬については、恐れ入りますが

町内会にてお取り計らいください。 

36 街路灯を設置してほしい 

 御要望のありました街路灯の設置につ

きましては、現地を確認したところ設置

の必要性が認められますことから、今後

設置に向けて検討及び調整を行いたいと

存じますので、御理解賜りますようお願

い申し上げます。 

37 冠水対策をしてほしい 

 当該地区の冠水につきましては、お住

いの地区自体が周辺より地盤が低いこと

や、流末である田名部川増水に伴う排水

量の低下等、様々な要因が考えられます

が、今後につきましては、冠水発生のメ

カニズムについて調査を行い、対策につ

いて検討して参りたいと考えております

ので御理解賜りたいと存じます。 
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第 15 回 38 住吉町町内会 
カーブミラーと一時停止

標識を設置してほしい 

御要望のありました田名部高校裏側の

カーブ及び交差点のカーブミラー及び一

時停止標識の設置につきまして、10 月 5

日に現地調査をいたしました。 

・海老川地区遊園地（あけぼの公園）付

近の丁字路 

一時停止標識につきましては、現在、丁

字路より 15ｍ南側に設置されており、所

管のむつ警察署へ確認したところ、当時

は丁字路付近に設置可能な場所がなかっ

たため、現在の位置に設置したとのこと

です。要望についてはむつ警察署へ共有

しましたので、御理解を賜りますようお

願い申し上げます。 

カーブミラーにつきましては、過去に設

置要望があった際に設置希望場所の地権

者の承諾が得られず、丁字路より 15ｍ東

側にある電柱に平成 30 年度に設置して

おります。新たな設置については、適し

た場所がないことから現時点では見送ら

せていただきます。 

・田名部高校第一体育館付近のカーブ 

塀や庭木等により車両等を視認しにくい

ことが確認できたため、カーブミラーの

必要性は認められましたが、設置につき

ましては、市内各地からの多くの要望に

対し、交通量や危険性、迂回路等を考慮

して優先度を決め、限られた予算の中で

順次設置している状況です。そのため設

置の時期については御回答できかねます

が、できるだけ早期に対応できるよう取

り組んでまいりますので、御理解を賜り

ますようお願い申し上げます。 
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第 15 回 39 栄町町内会 街灯を設置してほしい 

 御要望のありました街路灯の設置につ

きましては、児童生徒の通学路となって

おり、設置の必要性が認められますこと

から、街路灯未添架の電柱への設置に向

けた検討及び調整を行いたいと存じます

ので、御理解賜りますようお願い申し上

げます。 

第 18 回 

40 斗南岡町内会 
旧斗南藩士の墓に水道を

つけてほしい 

当該墓地につきましては、戊辰戦争の

末に当地域に移り住み、寒冷不毛の地を

開拓した旧会津藩の方々が眠る、非常に

重要な史跡のひとつと認識しておりま

す。 

 しかしながら、ご要望の水道設置につ

きましては、墓地周辺の水道需要の状況

から市の水道管が近くに敷設されておら

ず、新たに水道管を敷設するためには多

額の工事費用を要することとなり、現状

では難しいものと考えております。 

 市としましては、付近の水道需要の変

化を注視しつつ対応して参りたいと考え

ておりますので、お墓参りの際にはお手

数でも水を持参していただくなど、ご理

解とご協力を賜りたいと存じます。 

41 最花町内会 
Ｕ字溝の整備をしてほし

い 

 翌年度（令和６年度）作業着手となる

見込みだと町内会長に電話で回答。 
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第 18 回 

42 

最花町内会 

アスファルト舗装と側溝

整備をお願いしたい 

御要望いただきました道路につきまして

は、交通量が多い状況になく、利用者も

限定されることから、早急な整備が必要

なものという位置付けとはなっておりま

せん。また、現地状況から察すると、道

路整備を実施しても道路高自体は現状と

あまり変わらず、宅地内の排水環境の改

善は見込めないものと思慮されます。 

 住民の皆様には御不便をおかけします

が、引き続き維持管理に努めて参ります

ので御理解を賜りたいと存じます。ま

た、御要望の道路は私道等整備補助金で

の対応が可能と推察されますので、活用

を御検討いただきますようお願いいたし

ます。 

43 木の立枯について 

御要望のありました枯れ木は県道沿い

の法面から生えておりますことから、県

道を管理する下北地域県民局へ情報提供

しましたところ、担当部署において伐採

方法や業者選定について検討中であると

の回答がございました。 

第 20 回 44 
孫次郎間 

町内会 

カーブミラーを設置して

もらいたい 

御要望のありました孫次郎間地区のカ

ーブミラーの設置につきまして、過去に

も同様の要望があり、令和 3年 11 月 5

日に現地調査を行い、カーブにより車両

等を視認しにくいことを確認しておりま

す。 

 カーブミラーの必要性は認められまし

たが、設置につきましては、市内各地か

らの多くの要望に対し、交通量や危険性

等を考慮して優先度を決め、限られた予

算の中で順次設置している状況です。そ

のため設置の時期については御回答でき

かねますが、できるだけ早期に対応でき

るよう取り組んでまいりますので、御理

解を賜りますようお願い申し上げます。 
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第 20 回 

45 

孫次郎間 

町内会 

むつ市大畑中央公園の入

り口をわかりやすくして

ほしい 

現在、大畑中央公園入口の反対車線上

側に看板があるが、見えづらいかもしれ

ないので、既設の大きい掲示板の上に大

畑中央公園とわかるような看板の新設を

考えております。 

46 

バイパスから旧道に至る

交差点付近に目印をつけ

てほしい 

御要望につきまして、当該道路を管理

する下北地域県民局へ問い合わせました

が、今後、特に看板等の設置予定はない

とのことでした。 

47 
斜面の草刈りを実施して

ほしい 

御要望箇所の草刈りについてですが、

市道に隣接する範囲については、市で現

場確認の後、必要に応じて草刈りを手配

いたします。 

 また、市道以外の要望箇所について

は、国及び県が所管する土地が含まれて

いることから、関係機関に対し要望して

まいりたいと存じますので、御理解を賜

りますようお願い申し上げます。 

48 
神社の看板を直してほし

い 

 立て直すかどうかも含めまして、大畑

地区のみならず、他の地区も含めてとり

くまなければならない問題だと認識して

おりますことから、件数も多いと推測さ

れますので、現状を把握してまいりたい

と考えております。 

49 漂流物を片付けてほしい 対応はこれから 
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第 21 回 50 中島町内会 
市営住宅外山団地につい

て 

市営住宅の整備等については「むつ市

公営住宅等長寿命化計画」により行って

おります。 

 同計画は国の策定指針に基づき、社会

資本ストックの長寿命化を図り、ライフ

サイクルコストの縮減につながることを

目的として、各地域の人口動態や、民間

住宅の供給状況、公営住宅の需要など

様々な要因により、各団地の整備計画を

定めておりますが、令和４年３月に改定

された現行計画において、外山団地につ

いては当面維持管理に努めることとなっ

ており、現時点での建替等の計画はござ

いません。将来的に建替等が必要になっ

た場合は、立地も含め、防災や入居者の

利便性、事業の経済性など様々な観点か

ら検討して参りたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 
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第 21 回 51 中島町内会 

児童館を町内会に寄贈し

てもらえるものか教えて

ほしい 

大畑地区にあります 3つの児童館は、令

和元年度に廃止され、現在は普通財産と

して管理しております。 

 旧湯坂下児童館については、市有財産

利活用民間提案制度の対象施設としてお

ります。この制度は、市が未利用となっ

ている施設等について、市民や民間事業

者等から利活用の提案を募集し、事業化

するものです。 

 施設等については、提案の内容に応じ

て貸付、売却することとなりますが、無

償譲渡する場合には、公共性が高い事業

であることや、資産価値が非常に低いと

いったことが要件になると考えていま

す。 

 また、無償譲渡の相手方が町内会とな

る場合には、認可地縁団体の認可を受け

ることや、将来的に施設等を維持管理す

ることが可能かを検討する必要がありま

す。 

 旧中島児童館については、現在のとこ

ろ、処分する施設に位置付けておりませ

んが、短期的な貸付は可能と考えており

ます。 

第 23 回 

52 

川守町町内会 

川沿いの木を伐採してほ

しい 

御要望につきまして現場を確認しまし

たが、川沿いの斜面は神社境内地に含ま

れておりますことから、伐採につきまし

ては境内地の所有者へお問い合わせくだ

さい。 

53 
分譲地にロードヒーティ

ングを入れてほしい 

御要望いただきましたロードヒーティ

ングですが、整備に多額の費用を要する

ことから、当市の財政状況を鑑みると整

備が難しい状況です。 
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第 23 回 

54 

川守町町内会 

老人憩の家福寿荘前の道

路にロードヒーティング

を入れてほしい 

御要望いただいた道路につきまして

は、冬期間においては、凍結防止のため

の融雪剤の設置・散布のほか、市の除雪

に加え、老人憩の家福寿荘職員による除

雪を行うなど、関係課で連携を取りなが

ら安全対策に努めているところです。 

 一方で、当該道路は生活通路として、

また、老人憩の家福寿荘への通路として

多くの方々に利用されており、更には、

緊急避難場所に指定しております川守児

童公園や、避難所に指定しております老

人憩の家福寿荘と国道３３８号線を結ぶ

避難道路でもあり、融雪設備の必要性は

高いものと認識しておりますことから、

今後、財政状況を考慮した上で、融雪設

備をはじめとした、より効果的な除雪対

策について検討してまいりたいと考えて

おりますので、御理解を賜りますようお

願いいたします。 

55 
開通予定の道路の見通し

を教えてほしい 

大湊Ⅱ期バイパスの進捗状況につい

て、大湊地区町内会長へ文書を送付し

た。 

56 
草刈りと除雪をお願いし

たい 

御要望のありました国道３３８号沿い

の草刈りにつきまして、道路沿いの市有

地に関しましては当市において植栽管理

を行い、それ以外の箇所につきましては

引き続き道路管理者であります青森県

（下北地域県民局）へ情報提供を行って

参ります。 

 また除雪につきまして、道路除雪は青

森県で行われておりますが、当市でも町

内会様向けに除雪機の貸し出しを行って

おりますので、歩道部分の除雪について

適宜御利用を御検討くだされば幸いで

す。 
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第 25 回 

57 

宇田町町内会 

融雪溝について 

御要望のありました国道３３８号沿い

の融雪側の蓋についてですが、道路管理

者である青森県へ情報提供しましたとこ

ろ、対策については担当部署にて検討中

であるとの回答がありました。 

58 スキー場の看板について 

 スキー場への案内看板が分かりづらく

ご迷惑をおかけしておりますこと、大変

申し訳ございません。 

 来年度（令和６年度）撤去に向け具体

的な計画を策定しているところでござい

ますので、今しばらくお待ちくださいま

すようお願い申し上げます。 

59 道路の舗装について 

御要望のありました国道３３８号の舗

装補修についてですが、道路管理者であ

る青森県へ打診しましたところ、担当部

署にて交通事情を鑑み対策を検討中であ

るとの回答がありました。 

第 26 回 60 
町内会長 

（宇田町） 
防災無線について 対応はこれから 
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第 26 回 61 
町内会長 

（田野沢） 
川内の野球施設について 

 川内小中学校グラウンドの水はけにつ

いてですが、一般的にグラウンドを整備

してからある程度の年数が経過すると、

土質の変化等で地中への浸透力が低下し

たり、暗渠（排水設備）の目詰まりによ

り排水能力が低下したりし、水たまりが

できやすい状況になります。 

 根本的な解消には土や暗渠の入替など

が考えられますが、このような方法は非

常に高額な費用がかかるだけでなく、工

事期間が長くなり、長期間グラウンドが

使用できないなど学校生活への影響も大

きくなります。 

 来年度（令和６年度）以降、学校生活

への影響とコストを抑えつつ改善を図れ

るよう、調査を進めながら、表面の敷均

しや土壌改良など様々な方法を検討して

参りたいと存じます。 
 


